
（様式－１ 表紙） 

 

 

 １ 調査名称：釧路都市圏総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：北海道 

 

 

 ３ 調査圏域：釧路都市圏（釧路市、釧路町、白糠町の１市２町） 

 

 

 ４ 調査期間：平成２２年度～平成２４年度 

 

 

 ５ 調 査 費：３６,０００千円（当年度までの合計：１０５,０００千円） 

（総合都市交通体系調査） 

 

 ６ 調査概要： 

釧路都市圏では、平成 11～13 年度に総合交通体系調査を実施し、都市交通マス

タープランを策定しているが、その後 10 年余りが経過し、都市圏人口は減少局面

に突入する中、前回マスタープランにおいて設定した人口フレームと乖離してい

るため、一部道路網における将来需要予測が過大となっている状況も生じている。 

前回調査の後、交通を取り巻く社会情勢が大きく変化していることから、これ

らを踏まえ、釧路都市圏の将来像の見直しをするとともに、都市交通需要の動向

を勘案しつつ、新たな社会経済情勢に対応した都市交通マスタープランを策定す

るものである。 

本年度は 3 年目であり、釧路都市圏の都市交通マスタープランの策定を中心に

検討を行う。 

 

 ７ 調査担当： 

   北海道建設部まちづくり局都市計画課区域・施設グループ 主任 野並 克弘 

        ＴＥＬ：０１１－２３１－４１１１（内線：２９－８２１） 

        E-mail：nonami.katsuhiro@pref.hokkaido.lg.jp 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名 

   釧路都市圏総合都市交通体系調査（パーソントリップ調査） 

 

 ２ 報告書目次 

 

１. 調査の概要 

１.１ 調査の目的 

１.２ パーソントリップ調査の概要 

１.３ 都市交通マスタープランの概要 

１.４ 調査の全体構成 

１.５ 平成 24 年度の調査概要 

 

２. パーソントリップ調査結果に見る交通特性と課題 

２.１ トリップ特性の変化 

２.２ 高齢者の交通実態と課題 

２.３ 釧路市街地の交通流動の変化 

２.４ 平日と日曜の交通実態の比較 

２.５ ゾーン別代表交通手段分担率 

２.６ トリップ距離の特性 

 

３. 将来交通需要予測 

３.１ 将来交通需要予測の手順 

３.２ 将来人口フレームの設定 

３.３ 生成交通量の予測 

３.４ 発生・集中交通量の予測 

３.５ 分布交通量の予測 

３.６ 交通手段分担交通量の予測 

３.７ 配分交通量の予測 

 

４. 釧路都市圏の交通実態と課題 

４.１ 進む人口減少と少子高齢化 

４.２ 都市構造の変化 

４.３ 過度な自動車依存 

４.４ 道路交通の実態と課題 

４.５ 公共交通利用者の減少とバス路線存続の危機 

４.６ 都心部の活力低下 

４.７ くらしを支える交通 

４.８ 自転車交通の実態と課題 

４.９ 物流・釧路港関連交通の実態と課題 

４.１０ 観光・釧路空港関連交通の実態と課題 

４.１１ 低炭素社会と交通 

４.１２ 防災・減災と交通 



４.１３ 住民意見交換会における意見 

４.１４ 課題の整理 

 

５. これからの交通の考え方 

 

６. コンパクトなまちづくりの推進 

６.１ コンパクトなまちづくりの推進 

６.２ 釧路都市圏のコンパクトなまちづくりによる効果の検証 

 

７. 釧路都市圏がめざす将来像 

７.１ 上位計画・関連計画の整理 

７.２ 計画理念と基本方針 

７.３ 将来像の実現に向けた都市交通の目標 

７.４ 拠点と交通軸の設定 

７.５ 将来都市圏構造 

 

８. 将来交通計画 

８.１ 都市交通施策等の体系化一覧表 

８.２ 骨格道路交通網 

８.３ 道路交通施策 

８.４ 骨格公共交通網 

８.５ 公共交通施策 

 

９. 都市交通マスタープランの実現に向けて 

９.１ 都市交通マスタープランの実現による効果 

９.２ 都市交通マスタープランの進行管理 

 

１０. ＰＩ・ＰＲ活動 

１０.１ ＰＩ・ＰＲ活動の概要 

１０.２ パブリックコメントの実施 

 

資料編 

資料１. 委員会資料 

資料２. 釧路都市圏の都市交通マスタープラン 概要版 

 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

【北海道総合都市交通体系調査委員会】 

   所属および役職名 氏 名 

委員長 北海商科大学商学部商学科 教授 佐藤 馨一 

副委員長 北海道大学大学院工学研究院 教授 田村 亨 

北海道大学大学院公共政策学連携研究部 准教授 高野 伸栄 

北海道大学大学院工学研究院 准教授 岸  邦宏 

北海道開発局開発監理部開発調整課長 渋谷 元 

北海道開発局事業振興部都市住宅課長 宮島 滋近 

北海道開発局建設部道路計画課長 和泉 晶裕 

北海道運輸局企画観光部交通企画課長 二瓶 朋史 

東日本高速道路株式会社北海道支社総合企画部長 三角 到 

北海道旅客鉄道株式会社総合企画本部経営企画部長 萩原 国彦 

社団法人北海道バス協会専務理事 古屋 武 

釧路市総合政策部次長 播摩谷 明謙

釧路町まちづくり推進課長 大滝 渉 

委 員 

白糠町経済部建設課長 見鳥 幸蔵 

【委員会 オブザーバー】 

   所属および役職名 氏 名 

北海道警察本部交通部交通規制課長  來山 信康 

北海道総合政策部  新幹線・交通企画局地域交通課長  関下 祐二 

北海道建設部土木局道路課長  佐野 修 
オブザーバー 

北海道建設部まちづくり局都市環境課長 長浜 光弘 

北海道総合都市交通体系調査委員会 

（委員長：北海商科大学教授 佐藤 馨一） 

計画課題検討ワーキング 

顧問：北海道大学大学院公共政策学連携研究部准教授 高野 伸栄 

北海道大学大学院工学研究院准教授      岸  邦宏 

北海道大学大学院工学研究院助教       内田 賢悦 

事務局 

（事務局長：北海道建設部まちづくり局都市計画課長 上谷 誠司） 



【計画課題検討ワーキング】 

   所属および役職名 氏 名 

北海道大学大学院公共政策学連携研究部 准教授 高野 伸栄 

北海道大学大学院工学研究院 准教授 岸  邦宏 顧 問 

北海道大学大学院工学研究院 助教 内田 賢悦 

北海道開発局開発監理部開発調整課事業評価係長  髙橋 哲生 

北海道開発局事業振興部都市住宅課計画・景観係長  上村 達也 

北海道開発局建設部道路計画課調査第１係長  萩野 博紹 

釧路市総合政策部都市計画課課長補佐 梶 光貴 

釧路市総合政策部都市計画課専門員 菅原 剛 

釧路町都市建設課施設整備係長 末広 利邦 

釧路町まちづくり推進課都市計画係長 堀切 亨 

委 員 

白糠町経済部建設課土木都市計画係長 植野 晃 

 

【計画課題検討ワーキング オブザーバー】 

   所属および役職名 氏 名 

北海道総合政策部新幹線・交通企画局地域交通課地域交通ｸﾞﾙｰﾌﾟ主査 森谷 昌弘 

北海道建設部土木局道路課道路計画グループ主査 若山 英樹 オブザーバー 

北海道建設部まちづくり局都市環境課街路グループ主査 泉 智夫 

 

【北海道総合都市交通体系調査委員会 事務局】 

   所属および役職名 氏 名 

事務局長 北海道建設部まちづくり局都市計画課長 上谷 誠司 

北海道建設部まちづくり局都市計画課区域・施設グループ主幹 古屋 剛 

北海道建設部まちづくり局都市計画課区域・施設グループ主査 米山 晋司 

北海道建設部まちづくり局都市計画課区域・施設グループ主任 湯浅 浩介 

北海道建設部まちづくり局都市計画課区域・施設グループ主任 野並 克弘 

釧路市総合政策部都市計画課専門員 菅原 剛 

釧路町まちづくり推進課都市計画係長 堀切 亨 

白糠町経済部建設課土木都市計画係長 植野 晃 

 

白糠町経済部建設課土木都市計画係主査 荒木 信輔 

 



【地区検討委員会】 

 所属および役職名 氏   名 

顧 問  釧路公立大学准教授  下山 朗 

委員長  釧路市 都市計画課次長  播摩谷 明謙 

 釧路開発建設部 道路計画課長  河上 聖典 

 北海道運輸局 釧路運輸支局首席運輸企画専門官  樋口 康弘 

 北海道釧路総合振興局 釧路建設管理部地域調整課長  今 雅史 

 北海道釧路総合振興局 釧路建設管理部道路課長  菅原 英二 

 北海道釧路総合振興局 地域政策部地域政策課主幹  瀬賀 聡 

 釧路商工会議所専務理事  濱屋 重夫 

 北海道警察 釧路方面釧路警察署交通課長  平畑 勉 

 北海道旅客鉄道（株）釧路支社 次長（企画）  原 政巳 

 釧根地区バス協会長  深谷 晋也 

 釧根地区ハイヤー協会長  近藤 伸也 

 社）釧根地区トラック協会長  北島 正博 

 釧路市 道路河川課長  金澤 一寛 

 釧路市 市民生活課長  森本 庄吉 

 釧路町 まちづくり推進課長  大滝 渉 

 釧路町 都市建設課長  南 孝司 

委 員 

 白糠町 経済部建設課主幹  松下 貴紀 

 

【地区検討委員会 事務局】 

 所属および役職名 氏 名 

事務局長 釧路市 都市計画課課長補佐 梶 光貴 

釧路市 都市計画課専門員 菅原 剛 

釧路市 都市計画課専門員 吉岡 亨 

釧路市 都市計画課技師 石川 悠太 

釧路町 まちづくり推進課 都市計画係長 堀切 亨 

釧路町 まちづくり推進課 都市計画係主事 檜森 純 

白糠町 経済部建設課 土木都市計画係長 植野 晃 

 

白糠町 経済部建設課 土木都市計画係主査 荒木 信輔 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

釧路都市圏（釧路市、釧路町、白糠町）は、北海道の道東に位置し、買物や医療などの生

活や物流・観光などの産業、さらには行政・経済面において、道東地域の拠点都市としての

重要な役割を担っている。 

これまで釧路都市圏においては、昭和 62 年度から平成元年度に第 1 回パーソントリップ

調査、平成 11 年度から平成 13 年度に第 2 回パーソントリップ調査が実施され、その都度、

都市圏交通実態を把握し、将来都市像を展望した上で、都市交通マスタープランが策定され

てきた。 

しかし、前回調査から 10 年余りが経過し、人口および交通量については、計画策定時に

想定していたよりも減少幅が大きい状況となっている。 

さらに、少子高齢化や自動車の普及、情報化社会が進展し、平成 17 年には旧釧路市と阿

寒町、音別町が合併しており、これに伴い、都市構造や地域住民のライフスタイルも変化し、

都市交通課題は多様化してきていると想定された。 

以上の背景を踏まえ、本調査は、釧路都市圏における現状の交通実態および交通を取り巻

く社会経済状況の変化を改めて的確に捉えた上で、今後予想される人口減少・少子高齢化へ

の対応、道路網計画の見直し、公共交通の活性化・再生、中心市街地の衰退と拡散する市街

地化への対応、地域産業と経済の活性化、地球規模の環境問題への対応、そして災害に備え

た交通ネットワークの確保などの諸課題を解決する、新たな釧路都市圏の将来像を目指すも

のである。 

そして、目指すべき将来像の実現に向けて、都市交通需要の動向を勘案しつつ、釧路都市

圏における新たな都市交通マスタープランを策定することを目的とするものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 釧路市街地の様子 



 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 調査フロー 

 

 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 調査圏域図（釧路都市圏） 

●既存資料 収集・整理

都市圏交通計画の設定

都市圏将来像の設定

・調査票類の作成
　（総務省届出）
・調査対象者の抽出
・調査員募集、研修

・調査内容、方法
・調査組織
・調査ｽｹｼﾞｭｰﾙ 等

・家庭訪問調査
　（配布回収活動）
・補完調査
　（交通量観測等）
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・都市圏交通特性の把握分析
・計画課題に関する分析
・総合都市交通体系策定上必要な項目の分析

・生成交通モデル
・発生集中モデル
・分布交通モデル
・分担交通モデル
・配分予測モデル

・計画課題等の整理に向けて意見収集

調査を取り巻
く情勢

前回ＰＴ調査
結果
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●調査の必要性

各市町の抱える交通課題

●交通を取り巻く課題

都市交通の
目指すべき方向性

各市町のまちづくり

調査の視点

●調査手法に関する検討

本体調査の概略検討

付帯調査項目の検討

調査実施方法の検討
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都市交通マスタープランの立案

・パブリックコメント、意見収集
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交通実態調査
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（２年目）

現況解析
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都市交通マスタープラン策定

・都市活動・土地利用における都市交通課題 等

・ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査
・データ分析

・道路交通
・災害想定
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（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

 ○釧路都市圏の都市交通マスタープラン 

 （１）釧路都市圏の都市交通の現況と将来の見通し 

 

 

 

 



 



 



 



 



 

（２）釧路都市圏がめざす将来像 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）将来交通計画 

 

釧路都市圏が目指す将来像を実現するために、推進していくべき都市交通施策等をまとめました。 

促 進 ： 既に実施・展開されているなど、実現性が高く、促進を図るべき施策 

検 討 ： 施策の実施体制・方法・効果等の検討を推進すべき施策 

構想検討 ： 将来像の実現に向けて検討することが望ましく、構想の具体化に向け継続的に協議・検討すべき施策 
 

将来像の実現と目標の達成に向けた課題 
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都市交通施策等 
◆ハード施策（施設整備等）◇ソフト施策（活用･運用等）

都市構造 

徒歩・自転車・公共交通で暮らせるまちづくりの推進 ● ● ● ●

地域住民が支えあい、顔の見えるコミュニティの維持・強化と福祉のま

ちづくりの推進 
● ● ● ●

中心市街地が元気なまちづくり（釧路駅・白糠駅周辺等）、都心求心力

の回復の推進 
●

交通結節点箇所の機能強化 ● ● ●

効率的な都市経営を支える都市基盤施設・公共施設の維持管理の効率化 ● ●

環境にやさしい低炭素まちづくりの推進 ●

高齢者・交通弱者でも自由に移動し、生活できるまちづくりの推進 ● ● ● ●

国際バルク戦略港湾釧路港を核とした産業・物流の発展に対応できるま

ちづくりの推進 
●

湿原、景観、アイヌ文化等、個性ある文化や恵まれた自然環境の活用、

観光活性化 
● ● ●

交通事故が少ない、自動車に過度に依存しないまちづくりの推進 ● ●

災害に対する都市の脆弱性を低減させるまちづくりの推進 ●

◇まちなかへの機能集約の検討（コンパクトなまちづくり） 

・まちなかへの施設の配置・誘導と既存施設の有効活用 

・まちなか商業機能の活性化 

・空き家・空きビル問題への対策 

・土地利用制度等の活用によるまちなか誘導 

◇都市基盤施設整備・維持管理コストの抑制の構想検討（コンパクトなまちづくり）

・都市基盤施設等の計画的な管理 

・市街地の縮小 

◇まちなか居住の構想検討（コンパクトなまちづくり） 

・安全・安心にくらせるまちなか居住環境の整備 

・公営住宅の配置計画の見直し 

・まちなかへの住み替えに対する支援 

・民間住宅に対する行政の在り方 等 

◇産業・物流の発展に対応できるまちづくりの構想検討 

◇個性ある文化や恵まれた自然環境の活用、観光・交流を促進するまちづくりの検討

道路交通 

高速交通ネットワークの早期実現 ● ● ● ◆高規格幹線道路の整備促進、高規格幹線道路へのアクセス強化の促進 

都心部活性化に向けた南北幹線軸を強化する道路網計画の検討 ● ● ●

◆釧路外環状道路と都心部を結ぶ南北交通軸の強化検討（柳橋通、共栄橋通等）

◆釧路駅南北を連絡する道路網の構想検討 

◇中心市街地活性化施策と連携した駐車場施策の構想検討 

将来都市構造や交通状況等を踏まえた道路網計画の検討・見直し ● ●
◆長期未整備の都市計画道路の見直し促進 

◇道路の効率的な維持管理の検討（道路アセットマネジメント等） 

交通混雑の低減 ● ● ● ●
◆骨格道路交通網の強化による渋滞対策の促進 

◆交差点改良等による局所的な渋滞対策の促進 

自動車走行空間の再配分（安全で快適な自転車空間・歩行者空間の充実等） ● ● ● ●
◇道路空間の再構築の構想検討（安全で快適な自転車空間・歩行者空間の形成）

◇自転車交通計画の構想検討 

交通結節点箇所の機能を強化する道路網計画の検討 ● ● ● ● ◆交通結節点周辺における骨格道路網の強化の検討 

くらしの拠点形成等、コンパクトなまちづくりを支援する道路交通環境の整備 ● ● ● ● ◇くらしの拠点周辺等における道路空間の再構築の構想検討 

釧路港と背後圏を結ぶ道路等、広域物流幹線ネットワークの強化 ● ◆国際バルク戦略港湾釧路港と背後圏を結ぶ広域物流幹線ネットワークの強化促進

阿寒湖畔等、道東の観光拠点間アクセス強化と沿道景観の活用 ● ●
◆釧路空港・阿寒湖畔等の観光拠点間の幹線ネットワークの強化検討（観光・交流軸強化）

◇地域連携による美しい景観や魅力ある観光空間づくりの構想検討 

広域的な生活を支援し、交通事故が少ない安全・安心な交通環境の実現 ● ● ●

◆正面衝突発生箇所や五差路等の交通事故危険箇所の事故対策の促進 

◇交通安全の意識啓発・交通マナーの向上促進 

◇事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）の促進 

確実・迅速な救急搬送を支援する道路交通環境の整備 ● ●
◆救急搬送経路の道路交通環境の構想検討 

◆ドクターヘリランデブーポイントへのアクセス搬送経路の強化の構想検討 

災害時の復旧等支援、緊急物資輸送・支援経路等の確保 ●

◆高規格幹線道路の追加アクセス路の構想検討 

◆緊急物資輸送、支援経路等の幹線ネットワークの強化の構想検討 

◇地域特性に応じた避難方法、避難施設及び避難経路の検証・整備検討 

◆南北方向の交通軸の強化検討（釧路外環状道路や内陸部への道路網の強化） 

◆釧路市街地東部の高台地区等へアクセスする東西方向の交通軸強化の構想検討

◇国道 38 号等を走行する一般車両の避難対策の構想検討 

◆道路ネットワークの多重性確保に向けた構想検討（国道 38 号等） 

公共交通 

地域拠点の形成、鉄道駅や拠点を有機的に結ぶ公共交通体系の構築 ● ● ● ●

◇コンパクトなまちづくりと連携した持続可能な公共交通体系の構想検討 

◇釧路駅南北を連絡する道路網検討と一体的な釧路駅南北間の運行ルート見直し

の構想検討 

利用者（潜在的利用者含む）ニーズに対応した公共交通サービスの 

確保・改善 
● ● ●

◇交通需要に適した効率的な公共交通システムの導入促進（デマンド型乗合公共交

通の導入等） 

◇住民・民間企業・行政の連携や近隣住民の助け合いの仕組みづくりの検討 

公共交通の効果的な利用促進（モビリティ・マネジメント等） ● ● ◇公共交通の効果的な利用促進策の検討（モビリティ・マネジメント等） 

交通結節点箇所の機能強化 ● ● ●
◇交通機関・交通結節点のバリアフリー化の構想検討 

◆まちのにぎわい創出や活性化に役立つバス待合環境の構想検討 

観光促進に貢献する公共交通システム検討 ● ● ◇観光交流を支援する公共交通体系の強化検討 

釧路都市圏域外も含む広域的な釧路市街地への公共交通サービス確保 ● ●
◇圏域外も含む広域的な釧路市街地への公共交通サービスの確保促進 

◇広域的な公共交通に関する行政・民間・住民の協働による連携体制の強化促進

安全で安心して利用できる公共交通サービスの確保 ● ◇事故のない安全な公共交通運行の確保促進 

災害時の避難・復旧対策の強化 ● ◇災害時の鉄道等の避難・復旧対応策の検討、連絡体制・支援体制の構想検討 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 









 



 



 

（４）都市交通マスタープランの実現に向けて 

 

 

 

 

 

 

 


